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秋晴れの中、運動会が盛大に行われました。次は愛育園祭です。

 

第 8回運動会 

園長 藤本光世 

９月 24 日に塩崎の山崎公園グランドを使って、第 8 回運動会を開催することができました。

ここに至る、先生方のご尽力に敬意と感謝を申し上げます。 

毎年山崎公園グランドの外野側を使って、200 メートルトラックを作り、あるいは綱引きや棒

引きのラインを引いています。 

今年は、使用者が少なかったためか、雑草が生い茂っていて、あおぞら職員がビーバーで刈っ

てくれました。力仕事をしてくれて、ありがとうございます。それから、竹引き合戦の良い竹を

毎年そろえるのが難しいので、今年は太い塩ビ管を購入して使うことにしました。するとＡ先生

が、なんと赤白のガムテープを貼って、棒引きにふさわしいパイプにしてくださったのです。休

みを厭わない仕事ぶりに感謝・感謝でした。 

恒例の扇子演舞の練習は夜の時間帯です。一所懸命練習する姿に打たれました。 

昼のお弁当は、調理職員が早く出勤して、ご来賓の分まで作ってくださいました。おいしかっ

たです。全先生方と、子どもたちの力を結集した運動会ができました。小学生が少ないので、あ

おぞら児童・職員が全員で行った組体操（今年初めての試みです）も見事でした。小学生から高

校生まで、いや職員までが一緒になった組体操は迫力満点でした。愛育園でなければできません。 

扇子演舞も圧巻で、みんな揃っていて迫力があるとのご来賓のお言葉をいただきました。年々

上手になっていると思います。 

赤白に分かれての種目は、両軍ともに全力を出しきった戦いになりました。 

赤組は玉入れでは負けましたが、綱引きでは二連勝。すごかった。 

棒引きでは、一勝一敗でこれに勝っていれば総合優勝だったのに、残念でした。白組は、今年

最後の運動会というＢ君の大活躍で、二つのリレーに勝ち、総合優勝を飾りました。Ｂ君はすご

かった。これで、総合優勝は白組の五勝三敗になりました。来年は赤組がんばれ。 

子どもたちは疲れたのか、早く眠り、翌日も勉強しながら居眠りしてしまった子が何人かいた

そうでした。本気の努力が輝いていました。 

 

創立 75周年 

創立 75 周年の準備を進めています。 

記念誌に原稿をお寄せくださった皆さま、ありがとうございます。どれもお心がこもっていて、

特にお母さんの顕彰文は、育てていただいた皆さんの文章がそれぞれお母さんを表していて、涙

が出ました。感動しました。 

今、校正中で、ハードカバーＢ５版の記念誌になります。 

記念誌ができたらお配りします。期待してくださいね。 

その他に、11 月 10 日（金）の信濃毎日新聞朝刊に掲載される、見開き二面の全面広告の準備

を進めています。快く協賛広告のご賛同をくださった皆様、ありがとうございます。右側のペー

ジが創設のころ、左側のページが今の円福寺愛育園の記事になります。アドビューロさんとメー

ルのやり取りで、デザインや構成を積み上げています。これも、きっといい紙面になりますので、

期待してくださいね。 

記念式典の準備はこれからです。「お母さん ありがとう」の記念碑は、デザインが確定しまし

た。今、制作中です。11 日には設置が間に合います。記念式典で除幕式を行います。それまでは、

カバーをして見えないようにします。見て感動していただくように。 

カンボジア支援旅行 

10 月 24 日から 29 日までの日程で、カンボジアへ行きます。今のところ参加者は 16 名と聞い

ています。皆さん、ありがとうございます。 

長野県倫理法人会の皆さまのご浄財で建設した、ドンソン小学校の校舎の竣工式をします。校

舎の様子を観ます。 

エコ村の井戸受益者農家と交流します。吉田恒昭氏の発案とご寄付で、優秀生徒を表彰します。

倫理法人会ご寄付の井戸を視察します。 

世界遺産に登録されたばかりのコーケー遺跡に寄ります。（圓福 10 月号をご覧ください。）カン

ボジアの 4 つの世界遺産のうち、アンコールワット、プレアビヒア、コーケーの三つを訪問でき

ることになりました。 

そして、最終日はタイのプラティープ財団を訪問して、クロントイスラムの円福友の会支援奨

学生と交流します。 

たいへん盛りだくさんの旅行です。 

皆さんに報告できることを楽しみにしています。 

 

情熱よ、強くあれ!! 

             主任指導員 T・M 

 今年の運動会のテーマは、「ON FIRE 情熱よ、強くあれ!!」でした。9 月 24 日に行われた第
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8 回愛育園運動会は、まさに情熱(感情)が溢れ出た素晴らしい大会となりました。 

 その中でも中学 2 年生の K 君の様子がと

ても印象的だったので、紹介したいと思い

ます。K 君は元々感情を内に秘める子で、あ

まり主張せず、周りの様子にペースを合わ

せて行動する子でした(とっても心優しい子

です)。そのK君が、運動会が近づくに連れ、

目を輝かせながら「あー早く運動会やりた

い。楽しみすぎる。絶対、勝ちたい。」と感情が押さえきれずにワクワクしているのです。園の生

活を一生懸命やったり、中学校で部活を真面目に取り組んだりして自信がついている様子は以前

から感じていましたが、こんなに気持ちを隠さず出せるようになったんだぁと嬉しくなりました。 

 そして、運動会。K 君はどの種目も全力本気で取り組んでいました。中盤に「マラソン」の種

目がありました。マラソンは、マラソンが大得意で毎年「絶対、1 位」を掲げる高１の S 君や、

スポーツ万能の高３の H 君など、中高生の部はおおよそ誰が勝つか予想できていたのですが、な

んと K 君が 1 位になりました。中学 2 年生で 1 位になった事もすごいのですが、私は昔から K

君の周りに忖度してしまう性格をやや心配していたので、年上の子に気を使わずに自分の力を出

し切れるようになった成長もすごいなぁと感じました。また、みんな K 君に声をかけに行ってい

る様子を見ると全体の雰囲気も素敵だなぁとも思いました。さらに最終種目の「全員リレー」で

の出来事です。その前の種目の「紅白リレー」でアンカーを務めた高 1 の N 君が、これまた本気

を出し過ぎて足がつって欠場せざるを得なくなってしまいました。急遽 K 君がアンカーをやる事

になったのですが、ここでも臆することなく引き受ける K 君。アンカーの相手はスポーツ万能の

高３の H 君。レースは一進一退で 17 回目のバトンがつながりアンカー勝負となりました。赤組

の K 君がやや先にバトンを受け取り、先行しようとしたその時、大きく後ろに振った手が白組ア

ンカーの H 君に当たりバトンを落としてしまいました。急いでバトンを拾って必死に走りました

が、無情にも H 君が猛スピードで走り切り白組が「全員リレー」の勝者になりました。白組は大

盛り上がりで、赤組も拍手してくれていました。体が当たってしまったＨ君は故意ではなかった

し、仕方ない事だったので、K 君に一言かけようと K 君を探すと、奥の方で泣き崩れて I 先生に

背中をさすられているではありませんか。K 君に「悔しかったよな。でも、Ｈ君もわざとじゃな

いからさ」と声をかけると「そんなことはもちろんわかってる。そうじゃなくて、自分のせいで

赤が負けちゃったのが・・・」と言葉を詰まらせながら話してくれました。そして、その後も芝

生に突っ伏して 10 分程立ち上がれないでいました。あまりの事に付き添っていたＩ先生ももら

い泣き状態です。こんなにも本気になれて、こんなにも感情を出せるＫ君と愛育園の運動会行事

はなんて素敵かと思いました。 

 今年の運動会は、白組が総合優勝しました。毎年、どちらかが勝ち越せば、翌年、追いついて

を繰り返してきましたが、今年ついに通算 5 勝 3 敗と２勝差がつきました。このあたりも、いか

にお互い本気でやり合っているかわかる所です。赤組はＫ君以外にも泣いてしまう子が３人くら

いいたりして、結果発表の時には、赤組に気を使って、白組が大はしゃぎせずに控えめに喜ぶと

いう前代未聞の愛育園運動会になりましたが、情熱と本気に溢れていたからこその光景だったと

思うので、とても良かったと思います。 

 もう１つ、今年は毎年小学生がやっている組体操をあおぞらホームの男子と職員でやったので

すが、その話をさせて下さい。私たち職員は８月の夏休みに子ども達と目一杯関わって(遊んで)、

少し疲れを感じていました。そして、運動会の準備や計画を進める８月末になると今度は目まぐ

るしく一時保護の児童をお預かりする事になり運動会の準備や練習に手が回らないような状態に

なってしまいました。 

組体操を小学生種目から変えたのは、低学年児童３名を含む６人しかいなかったからというの

が理由なのですが、大分疲弊していたので、いっその事、組体操は種目から失くしてしまおうか

と考えた時もありました。しかし、「まぁ楽しみにしている小学生高学年の男の子たちもいるし、

中高生の力を借りればそんなに大変じゃないか」と全然前向きじゃない感じでやることにしまし

た。そして、いざ練習を始めてみると、想像していたよりも組体操が難しい事に気づきます。特

に中高生の子です。成長している大きな体を支え合う事が小学生よりむしろ難しく、技が全然で

きないのです。考えが甘かったです。この時点で、私は元々前向きじゃない事もあって、組体操

をやらない選択をしようと思いました。そう思って、ふと子ども達を見ると、全然できてもいな

いのに何ともイキイキと楽しそうに練習しているのです。重いし、痛いし、できないし、何故そ

んなに楽しそうなのかわかりません。もっと言うなら、別に真面目に練習しているわけでもなく、

なんだか明るくて仲が良さそうにしているだけです。でも私は、なんだかその雰囲気がうらやま

しくなりました。そして、組体操をなくすどころか、練習日など関係なく、気づけば毎日愛育園

に来て、毎日子ども達や先生方と練習したり、構成を考えたり、組体操が楽しくて仕方ない状態

になっていました。ほんの数日前まで疲れていたし、後ろ向きだったのに、、、子ども達の人の気

持ちを動かしてしまう力はなんてすごいのだろうかと思います。ホームの先生方もきっと同じだ

ったと思います。なぜそう思うかというと、今回会場のグランドが草ボーボーだったので、私が、

草刈りやりましょうとお願いした日がありました。その日だけでは終わらなかったのですが、ま

だ運動会まで日があったので、後は空いている時間にちょこちょこやっていきましょうと伝えた

所、次の日、また次の日と一気にやり切ってくれたのです。もっと言うと、その次の日には立派

な入場門も作ってくれました。みんな私と同じで大分疲弊していたはずなのに、こんなにも精力

的に動いてくれたのはきっと子供たちの明るくて前向きなパワーに感化されたからに違いありま

せん。 

http://enpukuji-aiikuen.com/


http://enpukuji-aiikuen.com/ ホームページでもご覧ください。                （令和 5 年 10 月 10 日発行 月刊「円福」517号付録）                    

  

 3 

 今回の運動会を通して、私は子ども達に「皆には、人を感動させる力がある事、人の気持ちを

変えさせるほどの力がある事」を絶対に伝えてあげなければという気持ちになりました。私も後

ろ向きな考えをしてしまった所を子ども達が気持ちを盛り上げてくれたので感謝したいです！子

ども達の「情熱」素晴らしかったです。 

 最後に、愛育園運動会に多くのご来賓の皆様、小中学校の校長先生、教頭先生をはじめとする

沢山の先生方がご多用中の中、子ども達の為に参観に来て下さったこと、本当に感謝しておりま

す。皆様に見守られている安心感と緊張感によって、あらゆる種目や組体操、扇子演舞で素晴ら

しいパフォーマンスを発揮できた事に繋がりました。また、小中学校の両教頭先生には、二人三

脚、竹引きなど急遽ご参加いただき、体を張って子ども達と関わってくださる姿に感激いたしま

した。来年も是非皆さまに来ていただき、子ども達の勇姿を見てもらいです。本当にありがとう

ございました。 

 

第 8回円福寺愛育園大運動会 

まごころホーム長 S・I 

9 月 24 日は晴天の中、第 8 回円福寺愛育園大運動会

が行われました。今年も運動会本番に向け、特に応援

合戦の練習を子どもたちと頑張ってきました。子ども

たちにとっても応援合戦は特別な物なので、毎年やる

気がどんどん増しているように感じます。練習の取り

組みを見ていても振付を覚えられるように全体練習以

外にもまごころホームで集まり夜の時間や休日の時間

を使い練習を重ねてきました。本番を迎える前に横田グランドで総練習を行いました。振り付け

はだんだんと覚えてきていましたが、大きな声で掛け声を出すところが女の子たちはなかなか苦

戦していました。全体へ声掛けする役を任されている子もいましたが、お腹から声を出すという

感覚がわからず、困っていました。そこで声出しの練習をホーム全体ですることにしました。グ

ランドに向かって「いくぞー！！」と声を出しますが、思うように声が届かず、少し離れた場所

で声が聞こえたかどうか確認してもらいましたが、合格がもらえませんでした。合格が出るまで

みんなで一生懸命練習をしました。大きな声を出すことが苦手な子もいて、やる前から自分はで

きない、と諦めていましたが、周りがどんどん声を出しているので、それに負けじと頑張ってい

ました。最初は声がなかなか出ず苦しかったですが、グランドに通るくらいの声を出せるように

なったとき嬉しそうな表情と、少し自信がついた表情に変わっていました。その練習の成果もあ

り、本番は堂々とした声でみんなを引っ張ってくれ、運動会行事を通して、また成長したように

感じました。 

 そして私には今年の運動会に向け目標がありました。それは「赤組優勝」です。去年は残念な

がら赤組は優勝できず悔しい思いをしました。今年こそ勝たなければ白組との勝敗の差が広がっ

てしまうため、なんとしてでも今年は絶対に勝ちたい！そして赤組の子どもたちを勝たせたい！

という気持ちがありました。その気持ちは赤組になった子ども達も同じだったと思います。とに

かく一つ一つの競技に対し、全力で挑んでいました。園長先生から綱引きの勝ち方を調べればき

っと勝てる、というアドバイスももらい、調べたことを子どもたちにも伝えました。いつもパワ

ー系で負けてしまっていた赤組でしたが、なんと 2 回も勝つことができました！！そこから一気

に赤組の気持ちも盛り上がり、気持ちを一つに最後まで全力で頑張りました。しかし、残念なが

ら今年も負けてしまいました。すごく悔しかったです。悔しくて泣いていた子もいました。それ

くらいみんな本気で頑張ってくれていました。目の前のことにここまで全力で向き合える子ども

たちはやっぱりすごい、一生懸命頑張っている姿に本当に感動しました。負けて悔しかったです

が、とっても楽しい時間をみんなと過ごすことができ、最高の 1 日になりました。来年こそは赤

組が優勝するぞー！！ 

 

愛育園大運動会  

                                あおぞらホーム Y・S 

９月 24 日、愛育園では毎年恒例の運動会が開催されました。夏休みが明けてゆっくりする間もな

く運動会の準備に取り掛かりました、毎年メインとなる中高生による扇子演舞を今年も練習しま

した、一昨年の演舞に磨きをかけての練習となりましたがほぼ覚えていなくてまた一からの練習

になりました、毎年思うのですがこの練習を通してみんなが一体になっていく姿にいつも感心さ

せられます、そして今年は扇子演舞と並行してあおぞら児童のみで組体操の練習もしていきまし

た、全国的に「組体操は危険だ」という認識になっている中で愛育園の組体操は、それはそれは

ダイナミックで、華やかで素晴らしいものになりとても感動しました、そして練習の段階からケ

ガなど一つもなくやりきることができ、練習の仕方や組み合わせなどを工夫すれば決して組体操

は危険なものではないということが証明されました。 

自分のチームの赤組は今年も負けてしまったけれ

ど、倒れこむほどに全力で走ってくれた子や、リレ

ーのバトンを落してしまい悔しくて泣いてしまう

子の姿を見て、みんなすごく思入れがあって仲間と

しての絆は負けていなかったな、だから来年こそま

た同じメンバーでの勝利を誓おう！と思えた運動

会でした。 
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愛育園運動会 

まごころホーム M・H 

 今年も素晴らしい秋晴れの中、第 8 回愛育園運動会が開催されました。今年のテーマは「On 

Fire」でした。赤組、白組それぞれが燃え上がるような闘志で種目に臨む姿がありました。総練

習では、短距離走で２番だった子が、「先生、一番取ってくるね！」と言って本番では、本当に一

番になりました。綱引きでは、姿勢の作り方をみんなで統一し、気持ちを合わせて引っ張り、２

回戦とも勝つことができました。粘り強く最後まで頑張る姿に子どもたちの強さを感じました。 

 中高生・職員の扇子演舞は３年連続になりました。私は、今年も太鼓を任せて頂きました。練習

を始めたころは、動きにばらつきがあったり、振り付けを覚えている人とそうでない人の差がす

ごくあるなと感じていました。本番一週間前になり、段々と声が出るようになってきたり、振り

が目に見えて揃ってきて完成度が高くなってきたなと感じ、私も子どもたちから力をもらうこと

がとても多かったです。本番はいい緊張感の中、練習の成果が発揮できて本当に良かったです。

最高の運動会を子どもたちの力で創り上げることができました。 

 

第八回愛育園運動会 

あおぞらホーム A・K 

９月 24 日に愛育園運動会が開催されました。天気にも恵まれ、自分のできる限りの力を出そう

と本気で競技に打ち込んでいる子供たちの姿が見られました。その姿に触発され、本気で競技に

臨んでいる、職員の姿に、愛育園の子どもたちのすばらしさを感じることが出来ました。 

また、今年も中高生・職員による扇子演舞があり、10 日前から練習が始まりました。練習の中

で、分からないところを教え合う姿はとても感慨深いものがありました。また、昨年までは小学

生のみで行っていた組体操ですが、今年はあおぞらの小学校高学年と中高生・男性職員で行いま

した。本番の一週間ほど前から練習が始まり、小学生高学年の子たちは、就寝時間を過ぎても組

体操の練習を行っていました。小学 4 年生の Y くんは、練習が終わりホームに戻ってくると、毎

回のように「先生！聞いて！今日はこんな技やったんだよ！」や「この技、すごく難しいんだよ」

など話しかけて来てくれました。そのような姿を見てきているので、本番は見ているこちらも緊

張してしまうほどでした。ですが、本番でのＹくんはとても堂々とした姿を見せてくれました。 

扇子演舞や、組体操だけではなく、その他の競技においても、子どもたちそれぞれで素敵な姿

が多くみられる運動会となりました。愛育園運動会は子どもたちにとってはもちろんのこと、職

員にとっても大切な行事であると改めて感じました。 

 

第 8回愛育園運動会                     

あおぞらホーム M.N 

 9 月 24 日は愛育園の運動会がありました。学校やテストがある中でも、この日のために組体操

や応援合戦の練習に励んでいた子ども達は本当にすごいなぁと思いました。 

 当日は 9 月下旬とは思えない暑さでしたが、いざ始まると子ども達は一気に勝負モードに。玉

入れやリレー、綱引きなど、大人子ども関係なくみんなが勝つために全身で楽しんでいるあの瞬

間は忘れられなくて、自分の子どもの頃を思い出しました。運動会で印象に残っているのは組体

操です。小学高学年も夜遅くまで練習をしていましたが、毎回

良い表情で練習を終えて帰ってくる子ども達が印象的で本番

をとても楽しみにしていました。そして本番、真剣な表情で一

つ一つの技を丁寧に取り組む姿にとても感動し、最後まであ

きらめずに演技する子ども達から力強さを感じました。 

 応援したり応援されることで一体感がうまれたり、「がんば

ろうね」と励まし合ったりして初めての運動会、素敵な思い出

になりました。 

 

第 8回愛育園運動会 あおぞら児童感想 

 

9 月 24 日に、運動会がありました。ぼくは、中学 1 年生になって、はじめての扇子演舞をやり

ました。はじめは、扇子演舞がむずかったけど練習したらだんだんと覚えてきて 1 番から 4 番ま

で練習した結果本番で間違えないで扇子演舞ができました。練習して、よかったって思いました。

あとひさしぶりの組体操でした。扇子の練習がおわったら組体操の練習をした結果本番で組体操

がみんなの力でいい結果ができました。 

（中１ A・S 君） 

 

 今年は 9 月 24 日に、運動会がありました。時をもどして、2 週間前から今年やった扇子の練

習が始まりました。僕はパート 1 からパート 4 まで 1 日で覚えました。全体練習が始まって、

わからない人に教えたりしました。練習をしていくにつれ今年上がった 1 年生もできるようにな

りました。運動会 1 週間前に横田グラウンドで総練習をしました。そこではできる種目をやりま

した。 

 今年は少し違うとこがありました。それは、組体操です。前とかは小学生だけだったけど、今

年はあおぞら全員でやることになりました。やることを動画で見たけど自分的には、「これは、

いけるのかな」という不安もありましたけど、順番を覚えていったり、やっていくにつれどんど

んできるようになりました。まだ 1 回もグラウンドでできていなく、前日にやりました。僕は、

「明日絶対いい運動会にできる」と思いました。 
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 運動会当日、中高生は、早くグラウンドに行って、準備とかをしました。あまった時間で扇子

をやりました。 

 8 時過ぎには、運動会が始まり、かけっこ短距離走をやりました。僕の順位は 2 位でした。次

はたま入れをやりました。これは白が勝ちました。次に台風の目をやりました。これも白が勝ち

ました次に中高生だけのパン食い競争をやりました。僕は H くんとペアで 1 位をとりました。

次はマラソンをやりました。今年は昨年と同じ 8 位でした。休憩をしたら、組体操をやりまし

た。今年はとてもかっこいいのができました。次は応

援合戦をやりました。これもとてもいいものができま

した。次はつなひきをやりました。これは、赤にもっ

てかれ負けました。だけど次の竹引きは 1 勝 1 負でし

た。次は紅白リレーをやりました。白は、逆転勝ちを

しました。オールスターリレーも白組が勝ちました。

そして、閉会式をやりました。今年はどちらの組が勝

ったかというと白組が勝ちました。白組は２連勝しました。閉会式が終わったら写真をとって、

弁当を食べて、片付けをして、ゆっくりと休みました。 

（中３ K・R 君） 

 

第 8回愛育園運動会 まごころ児童感想 

 

『悔しかった運動会』 

中 3 T・Y 

 今日は、運動会がありました。とても緊張しました。最初はかけっこ・短距離走をしました。

私は中 3 の女子３人と走りました。３人の中で私にどうしても勝ちたいと言う人がいて、私も緊

張しすぎて今年は負けてしまうかもと思ったけど１位をとることができたので良かったです。私

がとても楽しみにしていたマラソンもありました。私は短距離よりも長距離の方が好きで、でも

体力も落ちていて１位をとれるかとてもとても不安だったけど、しっかりと一定の速さで走っ

て、女子の中で今年も１位をとることが出来たので良かったです。マラソンの次は、中高・職員

による応援合戦がありました。私はパート２の最初の声出しを頼まれました。頼まれた言葉は

「桜花」と「伝承」、途中で４回「そーれ」というところです。大きな声でやりました。最初は

あまり声が出ていなくて後ろまで声が届いているか心配だったけど、横田グラウンドで声だし練

習をいっぱいして、本番ではその成果を出すことができたので良かったです。綱引きでは練習の

時、白組が弱気でやるという作戦でやっていて、２回とも勝てました。とても強いんだと思いま

した。本番の綱引きでは、とても緊張しました。でも、赤組のみんなで声を出し合ってやること

ができたのでおかげで２回戦とも勝つことができました。とてもうれしかったです。でもオール

スターリレーと紅白リレーではあと少しでというところで負けてしまったのでとても悔しかった

です。結果は白組が勝ったけど、団結力や声合わせなどでは赤組が優勝です。 

 

『運動会』 

高３ A・O 

  昨日は８回目の運動会がありました。私は赤組でした。本番の前から扇子を作ったり、横断

幕を作ったりしてたくさんの準備をしてきました。そして、運動会当日も７時前に山崎グラウン

ドに行き、荷物の準備や応援合戦の練習をしました。８時から開会式をしました。短距離走では

練習の時は４位だったけど本番では３位で嬉しかったです。玉入れは２回戦とも負けてしまって

悔しかったです。２人３脚は練習の時は全然速く走れなかったけど何度も練習して本番では負け

てしまったけど速く走れて良かったです。台風の目は白組に負けてしまったけど一生懸命できま

した。マラソンは今年は練習が１回も無くて本番で初めて走りました。私は走ることが苦手でマ

ラソンがあまり好きではなかったけど最後の運動会だったので一番頑張ろうとやる前から思って

いました。本番では練習が出来ていない分速く走れなかったけど、最後まで諦めずに全力で走り

きることができました。休憩をした後、組体操と扇子演舞がありました。組体操は一番最初と波

がとてもすごいと思いました。扇子演舞は２週間くらい前から始めて毎日練習をしてきました。

最初は振り付けが合わずバラバラだったけど練習していく内に合わせることが出来るようになっ

ていき、本番でも心を合わせることができました。また、私は大声を出すことが苦手だったけど

総練習のあとまごころのみんなで大声を出す練習をしたときから大声の出し方が分かり、声を出

せるようになりました。本番でも大声を出して全力でやることができました。綱引きでは２回戦

とも勝つことが出来て嬉しかったです。竹引きは練習では２回戦とも勝てたけど、本番では１回

戦しか勝てなくて悔しかったです。紅白リレーは私は出なかったけど応援を頑張りました。オー

ルスターリレーも負けてしまったけど全力でできて楽しかったです。閉会式で優秀賞をもらいま

した。名前を呼ばれたときは他の人も頑張っていたのに何で私なんだろうと思ったけど、扇子演

舞を全力でやってよかったと思いました。とても嬉しかったです。片付けも積極的にし、協力し

てできたので良かったです。お昼のお弁当もとてもおいしかったです。今年の運動会は今までや

ってきたものより本気でやって、総合では負けてしまったけどとても楽しかったです。愛育園祭

も今まで以上に全力でやり、楽しみたいです 

 

あおぞらホームだより 

あおぞらホーム S・S 

 秋に入り、とても過ごしやすい日が増えてきました。季節の変わり目ではありますが、あおぞ
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らホームの子たちは大きく体調を崩すことなく過ごせています。９月下旬には、愛育園運動会が

あり、多くの方が観客で来られる中、みんな力を発揮して良い運動会にすることができました。

特に、今回は初めて小中高連合で組体操を行い、普段の小学生のみの組体操ではできない難しい

技も取り入れ、とても一生懸命に取り組むことができました。 

 学校行事の方では、中学校で文化祭があり、初日のレクを見に行かせてもらいました。クラス

対抗でミックスリレー、大繩の２種目が行われました。あおぞらホームの中学生は 9 人います

が、それぞれの役割を頑張っていました。S 君と R 君は大繩で縄を回すのを担当し、みんなが

飛びやすく飛べるよう、頑張って回していました。特に R 君のクラスは、学校全体でトップの

成績を収め、全校で表彰され、嬉しそうにしながら当日帰ってきていました。また、生徒制作の

ものを販売するブースがあり、販売員として、N 君、K 君、Y 君が丁寧に接客する様子がありま

した。染め上げた手ぬぐいや、折り紙で作ったコースターを販売していました。二日間頑張って

販売したかいがあり、全て売り切ることができたとのことでした。 

 園と学校行事ともに、大きな力を発揮することができた人が多かった思いますので、これから

愛育園祭、75 周年記念行事でも更なる成功を収めていって欲しいと思います。 

 

まごころホームだより 

まごころホーム T・M 

 暑い夏が過ぎ、季節の変わり目を感じる時期になりました。子どもたちは二学期がはじまり、

毎日頑張って学校に行っています。園では運動会があり、まごころホームでは 2 週間前から毎日

応援合戦の練習を行いました。テスト前の子も何人かいましたが、勉強をした後の夜の時間に集

中して取り組んでくれました。「ここはこうしよう」などとそれぞれ声を掛け合いながら練習を

重ねていきました。その甲斐があって本番ではとても完成度の高い応援合戦を披露することがで

きました。練習の成果を本番に出すことができて、ホッとした様子の子も多かったです。 

 来月には愛育園祭があります。行事が続いていきますが、どれも良いものになっていくよう全

員で協力して挑んでいきたいと思います。 

 

 調理室だより 

                   調理員 N・K  

 この夏子供達は様々なイベントが企画され充実した楽しい毎日

だったと思います。 

体温並みの猛暑などと言われ暑さは体力も奪われます。 

体調の方も心配でしたが皆元気に二学期を過ごしています。 

夜には運動会の練習で力強い声が響いていました。 

全力で取り組み準備した本番での頑張りはみんなかっこ良く感動の一日でした。 

 

 ９／１  Ｕ君誕生日メニュー 

     ・ビーフシチューオムライス・フリフリポテト（の

り塩・カレー・コンソメ味） 

     ・ポテトサラダ・プリンアラモード 

 ９／１９ お彼岸おはぎ 

     おはぎ（あんこ・きな粉・ごま）・かまぼこのす

まし汁・創作煮物（大根他） 

９／２４ 運動会お弁当 

     おにぎり・唐揚げ・グラタン・ハム巻きキューリ・チーズインかまぼこなど 

     キャラクターかまぼこ・ぶどう 

９／２５ Ｒ君誕生日メニュー 

     ・味噌ラーメン・手作り餃子・マカロニサラダ・抹茶シェイク 
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